
投与1時間後の血祭及び肝臓では、親化合物は認められなかった。血祭からは、   

ラットで認められたものと同じ1種類の未同定代謝物が雌雄とも認められたが、   

これ以外の代謝物は検出されなかった。肝臓からは、主要代謝物【2】が0．35～0．45   

pg／gが認められた他、未同定代謝物が6種類検出され、このうち2種類はラッ   

トで認められたものと同じであった。  

マウス体内におけるインダノフアンの主要代謝経路は、エポキシ環の加水分解   

とそれに続くグルクロン酸抱合及び硫酸抱合と考えられた。（参照5）  

④ 排泄  

投与後24及び168時間の尿及び糞中排泄率は表8に示されている。   

投与後168時間の糞尿中に98．7～99．8％TARが排泄された。主要排泄経路はラ   

ットと同様に糞中であり、尿中排泄は雄より雌で高かった。なお、ラットよりも   

排泄は速やかであり、投与後24時間の糞尿中に92．2～95．3％TARが排泄された。   

（参照5）  

表8 投与後24及び168時間の尿及び糞中排泄率（％TAR）  

に14．5～28．0％TAR、糞中に69．5～79．8％TARが排泄された。単回投与時と同様、   

主要排泄経路は糞中であり、尿中排泄は雄より雌で高かった。反復投与により排  

i世が遅延する傾向は認められなかった。（参照4）  

（3）マウス（単国投与）   

ICRマウス（一群雌雄4匹）に［ind－14C］インダノフアンを低用量で単回経口投   

与し、動物体内運命試験が実施された。   

① 吸収（血中濃度推移）  

全血中放射能濃度は、雌雄とも投与0．5時間後にCmaxに達した後、雄では2   

時間後まで、雌では8時間後までほぼ同等の濃度で推移したのち、二相性の成東   

を示した。雄における2～24時間のTl／2は10．0時間、雌における8～24時間の   

Tl／2は12．1時間であった。48時間以降の減衰は、雌雄ともに緩やかであった。   

（参照5）  

② 分布  

主要組織における残留放射能濃度は表7に示されている。  

組織中の残留放射能濃度は、各組織ともTmax付近（投与1時間後）又は投与4   

時間後に最大となり、その後速やかに減衰した。Tmax付近で血祭より高い濃度を   

示したのは肝臓及び腎臓、投与168時間後では肝臓、腎臓、肺及び皮膚であった。   

投与168時間後の体内に残存する放射能は0，25～0．4％TARとラットより低く、   

残留傾向は認められなかった。（参照5）  

表7 主要組織における残留放射能濾度（囲／g）  

投与量   5mg／kg体重   

性別 雄  雌   

試料   尿   糞   尿   糞   

投与後24時間  19．4   72．8   26．2   69．1   

投与複168時間  21．1   77．6   28．3   71．5   

（4）マウス（非標識体温餌投与前処置）   

ICRマウス（一群雌雄各4匹）に非標識インダノフアン600ppmを含む飼料   

を28日間混餌投与後、［ind－14C］インダノファンを80mg／kg体重の用量で単回   

経口投与し、動物体内運命試験が実施された。  

（D 吸収（血中濃度推移）  

全血中放射能濃度は、雌雄とも［ind・14C］インダノフアン投与0．5時間後にCm。X   

に達し、8時間後までほぼ同等の濃度で推移したのち二相性の減衰を示した。8   

～24時間のTl／2は雄で8．5時間、雌で9．9時間であった。（参照6）   

② 分布  

主要組織における残留放射能濃度は表9に示されている。  

放射能濃度は、雌の骨を除くすべての組織で［ind・14C】インダノフアン投与1時   

間後に最大となり、その後速やかに減衰した。Tmax付近で血柴より高い濃度を示   

したのは肝臓及び腎臓、投与168時間後では肝臓、腎臓、肺、牌臓、脂肪及び皮  

投与量  性別   Tmax付近※   投与168時間後  

肝臓（4．20）、腎臓（1．46）、  肝臓（0．12）、全血（0、04）、肺（0．03）、  
払d－14C］  

インダノフアン  
雄        血膿（0．49）   腎臓（0．02）、皮膚（0．02）、血祭（0．02）  

肝臓毎．72）、腎臓（1．36）、  月刊酎0・16）、全血（0・07）、腎臓（0．04）、ぎ  
5mg／kg体重  雌        血麓（0．95）   血祭（0．04）  

※投与1時間後  

③ 代謝  

投与後48時間の尿中に親化合物は検出されず、代謝物として［2］（ND～   

0．4％TAR）、［6］（4．6～7．9％TAR）及び【37】等を含有する極性代謝物が認められ   

た。糞中には親化合物が3．4～10．3％TAR認められ、代謝物として［2ユ（6．3～  

13．8％TAR）、【12］（3．3～3A％TAR）及び【17】（2．0～2．1％TAR）が認められた。   

ラットで認められないマウス固有の代謝物が尿及び糞中でそれぞれ3種類認め   

られたが、同定できなかった。  
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明であったことから、標識化合物を用いて追加試験が実施された。   

SDラット（雄）の肝臓S－9（4mL）に【ind－14C］インダノフアンを0．2mg又   

は［chl－14C】インダノフアンを0．2及び2mg加え、37℃で3時間インキュベーシ   

ョンし、元Ⅵ血）代謝試験が実施された。  

3時間のインキュベート後、親化合物は1，1～4、2％TARまで減少した。主要代   

謝物として［2］が39，2～79．5％TAR生成した。次いで、各種ジオール体及びトリ   

オール体（［3］、【14］及び【15］）が合わせて5A～12．9％TAR、［23］が2，7～7．3％TAR   

生成した。その他に、［ind一一4C］インダノフアン添加でのみ［4】が0．6％TAR生成し、   

インダン環と3－クロロフェニル環の結合部分が開裂したと推定される代謝物が   

合計約20％TAR検出された。その他の代謝物はいずれも0．5％TAR以下であっ   

た。  

インダノフアンの肝元号正和代謝系における主要代謝経路は、エポキシ環の加   

水分解により［21を生成する経路であり、その後、さらにプロピル基の1位、イン   

ダン環側エチル基の0位、3・クロロフェニル環の水酸化を受けた各種トリオール   

体を生成する酸化経路、次いで、インダノフアンのエチル基の脱離により［23】を   

生成する経路が考えられた。（参照8）  

（7）ラット肝S－9及びGST／〃y／打ク系における代謝試験（追加試験）  

先の［1・（6）］の試験について、グルタチオン抱合反応を含めた初期代謝を明   

らかにする目的で、グルタチオン添加又は無添加のラット肝S－9（最終濃度1．15   

mg／mL）又はGST（最終濃度15U／mL）に、〔ind－14C］インダノフアン0．5pM   

を加え、肝S－9の試験では37℃で1時間、GSTの試験では25℃で24時間イン   

キュべ－ションし、代謝試験が実施された。  

肝S・9の試験において、グルタチオン添加の有無に係わらず、親化合物、［2］、  

［46］及び［47】が検出された。生成量は、グ／レタチオン無添加系ではそれぞれ30．7、   

62・5、6・5及び0・4％TAR、グルタチオン添加系ではそれぞれ3．6、58．0、36．8及   

び1・6％TARであり、グルタチオン添加系では［46】及び［47】の生成量が増加した。  

GSTの試験では、ほぼ定量的に［461が生成し、【46］は†－GTPによりほぼ定量的   

に【4細こ加水分解された。  

さらに、肝S－9の試験で生成した【46】については†一GTP、【47］については肝S－9   

を用いた再代謝試験が実施された結果、［46］はほぼ定量的に［47］に加水分解され、  

［47］は［37］、［40］等を含む様々な代謝物に代謝されることが示唆された。［37］及び  

【40＝こついては、オキシラン環への求核付加（GST触媒）によるグルタチオン抱   

合体の生成、β・リアーゼの作用によるチオールの生成、さらなる酸化という経路   

で生成しているものと考えられた。（参照91）  

膚であった。投与168時間後の体内に残存する放射能は0．23～0．25％TARと低  

く、残留傾向は認められなかった。（参照6）  

表9 主要組織における残留放射能濃度（トg／g）   

投与条件   性別   Tmax付近※   投与168時間後   

非標識インダノフアン   

600ppm、28日間  雄   肺（0．4）、皮膚（0．3）、血祭（0．3未満）  
混餌投与   

肝臓（76．9）、腎臓（26．9）、  肝臓（1．7）、全血（0．7）、肺臓（0．5）、腎臓（し）．4）、  
＋  

肝臓（2．0）、全血（0．6）、腎臓（0．4）、脂肪い．⊥1）、   

雌  肝臓（66．1）、腎臓（22．8）、    rind－14C】インダノフアン   血嬢（15．8）  皮膚（0．4）、肺（0．3）、心臓（0．3）、牌臓り．3）、  80 
mg／kg体重  血祭（0．3）   

※投与1時間後  

③ 代謝   

［ind－14C］インダノフアン投与後48時間の尿中に親化合物は検出されず、コ∵要   

代謝物として［2］（0．2％TAR）、【6］（4．1～6．2％TAR）及び【37】等を含む極性什   

物（9．7～11，5％TAR）が認められた。糞中では親化合物が7．0～13．5％TAR認め   

られ、主要代謝物として【2］（6．4～9A％TAR）、［12】（1．3～2．4％TAR）、〔131   

（1．8～2．4％TAR）、［17］（1．0～1．8％TAR）が認められた。  

tind－14C］インダノフアン投与1時間後の血祭及び肝臓からは2～5種類の代謝   

物が認められ、肝臓でのみ主要代謝物［2］が14．9～23．4トg／g検出された。血鳩及   

び肝臓では、微量代謝物の組成に若干の性差が認められた。（参照6）  

④ 排泄  

投与後168時間の糞尿中に96．9～97．7％TARが排泄され、このうち尿中にごエ1   

～26－4％TAR、糞中に70．5～75．6％TARが排泄された。単回投与時と同様、－上二要   

排泄経路は糞中であり、尿中排泄は雄より雌で高かった。投与量の増加及び混餌  

投与前処置による排泄パターンへの影響は認められなかった。  

以上より、マウスにおけるインダノフアンの体内動態に、反復混餌投与前処置  

による影響は認められなかった。（参照6）  

（5）ラット肝S－9／〟′／とrク系における代謝試験①  

SDラット（雄）の肝臓S－9（4mL）に非標識インダノフアンを0．4及び1ヨ11g   

加え、37℃で3時間インキュベーションし、立上m‘加代謝試験が実施された  

親化合物の他に、r2】、【4］、［14］、［28］（構造異性体2種）、［23】及び［29］′く、認  

められた。（参照7）  

（6）ラット肝S－9／〝r／打♂系における代謝試験②（追加試験）  

先の［1．（5）］の試験では、非標識体を用いて実施されたため、量的関係が不  
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2．植物体内運命試験  

（1）水稲（水耕液処理及び集面塗布）   

［cIlト14C】インダノフアン0，4躇／mLを含む春日井水耕液に、移植14日後の水   

稲（品種：アキニシキ）を根部のみ浸潰（根浸漬）又は根及び茎部を浸溝（恨及   

び茎浸演）する水耕液処理、並びに［chl－14C】インダノフアン0，3mg／mLを水㍍（品   

種同じ）の葉の中央に塗布する菓面処理による植物体内運命試験が実施された。  

水耕液処理における放射能分布は表10に示されている。  

水耕液処理における放射能の吸収及び移行量は、根浸漬と根及び茎浸演で差が   

なく、植物体中の放射能量は経時的に増加した。薬面処理については、薬の中央   

に塗布された放射能は速やかに吸収され、葉の先端方向に移行したが、実の基部   

への移行はなかった。（参照9）  

表10 水耕液処理における放射能分布（％TAR、（）内は各採取時点における紺RR）  

水稲におけるインダノフアンの主要代謝経路は、エポキシ環の加水分解による  

ジオール体【21の生成、その後のメチル化による［81、［7］及びそれらの異性体を生  

成する経路であると考えられた。（参照9）  

表11各部位における放射能の分布（％TAR、（）内は各採取時点における％TRR）  

【cbl－ユ4C】インダノフアン  ［ind－＝C］インダノフアン  

部位  
処理30日後  処理63日後  処理95日後 （乳熟期）  処理112日後 （収穫期）  処理63日後   

根  1．1（46．7）  2．4（26．5）、  4．4（40．4）  2．0（22．5）  2．4（22．7）  2．3（20．3）   

茎  0．6（23．9）  1．7（18．8）  1．6（14．6）  1．6（17．2）  1．9（17．6）  1．6（14．2）   

葉  0．7（29・45・0（54．7）   4．7（43．4）  5．2（58．0）  6．4（59，7）  7．1（63．3）   

穂  ／  0．2（1．6）    ／ ／  

粉殻    ／一一 ／    ／  0．1（1．4）    ／  0．1（1．4）   

玄米    ／    ／  ／ ／  0．1（0．9）    0．1（0．8）   
植物体全体  2．4（100）  9．1（100）  10．9（100）  9．1（100）  10．7（100）  11．2（100）   

p IL   
根浸漬  根及び茎浸演  

処理1日後  処理7日後  処理1日後  処理7日後   
菓   1．4（9．6）   6．2（20．9）   0．8（5．6）   6▲2（20．3）   

茎   1．9（13．0）  6．8（22．9）   ま8（26．4）  10．6（34．6）   

根   11．3（77．4）  17．9（57．2）  9、8（68．0）  13．8（45．1）   

水耕液   84．2   67，6   83．2   73．0   

植物体合計  14．6（100）  30．4（100）  14．4（100）  30．6（100）   

／：試料なし  

（3）小麦  

小麦（品種：Sunstar50－30）の3～4菓期に、［chl－14C】インダノフアンを500   

gai／haとなるように苗及び植物間の土壌に処理し、処理7、14及び32日後（い  

ずれも茎葉期）、処理43日後（干草期）、処理89日後（成熟期）に採取された  

試料を用いた植物体内運命試験が実施された。  

各試料中に残留する放射能成分濃度は表12に示されている。  

処理7及び14日後の茎葉部の総残留放射能濃度は、それぞれ6．84及び1．49   

mg／kgであり、いずれも60％TRR以上が表面洗浄液から回収された。また、い  

ずれも60％TRR以上が親化合物であり、主要代謝物【4］は3％TRR以下であった。  

処理32日彼の茎葉部及び処理43日彼の干草では、総残留放射能濃度はそれぞ  

れ0．126及び0．172mg此gであり、植物の成長により激減した。親化合物は、干  

草では検出されず、［4］はいずれの試料でも検出されなかった。  

処理89日後の玄麦では、総残留放射能濃度は0．038mg／kgと非常に低かった。  

わら及び玄麦ともに、親化合物及びt4】は検出されなかった。わらの抽出残淀をセ  

ルラーゼ処理したところ、少量（0．002mg／kg）の［21が検出された。（参照91）  

（2）水稲（ポット栽培）  

移植14日後の水稲（品種：アキニシキ）を植えた1／5，000アールポットの湛   

水深を約3．5cmに調節後、【chl－i4C］インダノファン又は［ind－14CIJl’ンダノブア   

ンを150gai／baの施用量で水面全体に滴下し、植物体内運命試験が実施された。  

各部位における放射能分布は表11に示されている。  

植物体に吸収された放射能量は経時的に増加した。収穫期の玄米中における残   

留放射能濃度は、0．0097～0．011mg／kgとわずかであり、親化合物は検出されな   

かった（0．0001mg／kg未満）。主要代謝物としてr8〕及びr2］がそれぞれ0，0（J7～   

0．010％TAR（0．0008～0．0011mg／kg）及び0．002～0．003％TAR（0．0002～0．UOO3   

mg／kg）検出された。葉、茎及び根における主要代謝物は、玄米と同様［8】及び［2】   

であり、収穫期の葉でそれぞれ0．60～0．66％TAR（0．090～0．095mg／kg）及び   

0．39～0．49％TAR（0．062～0．064mg／kg）、茎及び根では［8】及び【2】ともに   

0．2％TAR未満であった。次に多く認められた代謝物は、葉及び茎では【12］及び［7】   

（［8］の異性体）であり、収穫期の菓でそれぞれ0．16～0．19％TAR（0．024～0月31   

mg／kg）及び0．13～0．16％TAR（0．021～0．022mg仮g）であった。根では［41、［7］   

及び［12Jであった。  
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た。なお、両土壌ともに非抽出性放射能の量が経時的に増加し、処理92日後に   

は49．9～58．2％TARになった。  

滅菌土壌におけるインダノフアンの推定半減期は19～42 日であり、処理32   

日後には、主要分解物として【2］が11．2～37．2％TAR、非抽出性放射能が25．6～   

33．1％TAR検出された。  

インダノファンの好気的湛水土壌中における主要分解経路は、エポキシ環の加   

水分解によるジオール体［2］の生成、［2］がさらに酸化による［17］の生成を経てケト   

休【4］及びデオキシ体［5】に変換される経路であった。また、一部は結合型残留物  

となると考えられた。（参照10）  

（2）好気的土壌中運命試験   

［chl－14C］インダノフアン又は【ind－14C］インダノフアンを、火山灰土・壌土（茨   

城）及び砂壌土（米国ミズーリー州）に乾土あたり3．Omg／kg（茨城土壌）又は   

5．Omg／kg（米国土壌）となるように混和し、好気的条件下で180日間（茨城土   

壌）又は270日（米国土壌）、20℃でインキエペー卜する土壌中運命試験が実   

施された。  

インダノフアンの推定半減期は44～47日であった。主要分解物として、茨城   

土壌では処理1錮日後に［2］が5．9～6．9％TAR（0．18～0．21mg／kg）、【41が7．0   

～7・2％TAR（0．21～0．22mg／kg）、［17］が9．5～11．0％TAR（0．29～0．33mg／kg）   

認められた。米国土壌では、処理270日後にr2】が7．1～9．3％TAR（0．35～0．47   

mg／kg）、〔41が28．1～30．9％TAR（1．4～1．5mg／kg）、t17】が5．3～6．1％TAR（0．26   

～0．30mg／kg）認められた。非抽出性放射能は経時的に増加し、処理180日後に  
は48．5～50．8％TAR検出された。  

インダノファンの好気的土壌中における主要分解経路は、エポキシ環が加水分   

解されて［2］が生成し、その後［2］の酸化（［17】の生成）を経て［4］が生成する経路   

であった。また、一部は結合性残留物となると考えられた。（参照11、12）  

（3）土壌吸着試験  

4種類の水田土壌（土性不明、大阪、茨城、北海道上川及び北海道十勝より採   

取）及び4種類の畑地土壌［軽埴土（石川、高知及び青森）及び埴壌土（北海道）］  

を用いて、土壌吸着試験が実施された。  

Freundlichの吸着係数Kadsは6．78～30．2、有機炭素含有率により補正した吸   

着係数Kocは307～1，290であった。（参照13、14）  

4．水中運命試験  

（1）加水分解試験   

［chl－14C】インダノフアンをpH4（クエン酸緩衝液）、pH7（リン酸緩衝液）及   

びpH9（ホウ酸緩衝液）の各緩衝液に5．08mg几となるように添加した後、25℃で  
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表12 各試料中に残留する放射能成分濃度  

試料  

処理7日後   処理14日後   処理32日後   処理43日後  
成分  

処理89日後  

茎葉部  茎葉部   茎葉部 干草  わら  玄麦  

mg／kg  ％TRR  mg／kg  ％TRR  mg／kg  ％TRRmg仮g   ％でRR  mg在官  ％でRR mg／kgl）1／11Rli   

インダノフアン  4．74  6Sl．2  0，941  63．0  0．001  0．8  ND    ND    ND   

【4】   0．202  3．0  0．024  1．6  ND    ND    ND    ND   

主要な極性 未同定代謝物  0，668  0．8  0．196  13．1  0．088  69．8  0．099  57．6  0，368  57．8  ND   

洗浄液甲微量 未同定代謝物  0．162  2．4  0．044  2．9  ／  ／  ／  ／  
抽出被中微量 未同定代謝物  0．439  6．4  0．088  5．9  0．019  15．1  0．021  12．2  0，042  G．6  0．008 21．1   

沈殿物  0．272  4．0  0．069  4．6  0．001  0．8  0．D22  12．8  0．081  12．7  0．008  ／ト1   

抽出残漆  0．439  6．4  0．132  8．8  0．017  13．5  0，030  17．4  0．143  22・4o．022   三J7．9   

合計   6．84  100  1．49  100  0＿126  100  0．172  100  0．637  100  0■038I100   
ND：検出せず ／ニ適用せず  

3．土壌中運命試験  

（1）好気的湛水土壌中運命試験  

［chl－14C］インダノフアン文は［ind－14C］インダノフアンを、水深約3．5cmまで   

水を加えた黒ボク沖積土・軽埴土（神奈川）及び火山灰土・壌土（茨城）に範士   

あたり0・15mg／kgとなるように混和し、好気的湛水条件下で92日間、その侵湛   

水を除いた畑地条件下で92日間、遮光下、30℃でインキエペー卜する土壌rl」運  

命試験が実施された。  

インダノファンの分解は土壌及び標識体による差がほとんどなく、推定半減期   

9～13日、90％減衰期30～34日で減少し、処理92日後には2．2～4．3％TAR（0．L）03  

～0．007mg／kg）一となった。  

神奈川土壌における主要分解物は［2］であり、処理30 日後に最高値（17．H～   

18．7％TAR、0．027～0．028mg／kg）を示した後、減少し、処理92日後に5．バー）   

6・9％TAR（0・009～0．010mg／kg）となった。また、t17］が処理30～60日後に最   

高値（6．1～6，3％TAR、0．009～0．010mg／kg）となり、その後急激に減少すぞ．と   

ともにr4］が急激に増加し、［4］は処理92日後に13．3～15．3％TAR（0．020～0．り23   

mg／kg）となった。  

一方、茨城土壌における主要分解物は、試験期間を通して［2】であり、処理30   

日後に最高値（15．3～16．2％TAR、0．023～0．024mg／kg）を示した後、減少∴   

処理92日後に13．4～14．4％TAR（0．020～0．022mg／kg）となった。  

その他に生成量の多い生成物は、両土壌ともに〔5】であり、〔chl－14C】インダノフ   

アンでは処理60日後に最高値（6．2～8．6％TAR、0．009～0．013mg／kg）を示し  
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30日間インキエペー卜する加水分解試験が実施された。  

インダノフアンは、いずれの緩衝液においても分解が認められた。特に酸性条   

件下での加水分解が銀著であり、pH4における推定半減期は10．9日であった。   

一方、中性及びアルカリ性条件下では分解速度が遅くなる傾向がみられ、pli7   

及び9における推定半減期はそれぞれ101及び147日であった。主要分解物は［2］   

であり、生成量はpH4において最も多く、処理30日後には74．3％TARに達し   

た。  

また、非標識インダノフアンを用い、同条件下で加水分解試験が実施された結   

果、pH4、7及び9における推定半減期は、それぞれ13．1、180及び160［1で   

あった。分解物として［2］が認められた。（参照15、16）  

（2）水中光分解試験（精製水及び河川水）  

非標識インダノブアンを精製水及びろ過滅菌河川水（神奈川県、pH7．9）に6   

mg／Lとなるように添加した後、室温で96時間キセノン光照射（光強度二830   

W／m2、波長：300～830nm）し、水中光分解試験が実施された。  

インダノフアンは光分解され、推定半減期は精製水及び河川水でそれぞれ一路．2   
及び35．1時間（東京春の太陽光下換算ではそれぞれ15．4及び11．7日）であった。  

インダノフアンの水中における主要分解経路は、加水分解により［2〕を生成し、   

その後酸化的に分解して、【41、［20］及び［241を生成する経路及びインダン環2位   

のエチル基がプロピル基の1位へ転位し、さらにエポキシ環がアルデヒドに変換   

（【25］、［26］及び［27】の生成）される経路であると考えられた。（参照17、18）  

（3）水中光分解試験（精製水及び田面水）  

【cbl・14C］インダノファン、【ind－14C〕インダノフアン又は非標識インダノフアン   

を精製水及び田面水に150gai／haの施用量で処理し、温室内自然光下（昼：25〔c、   

夜：20℃）で14日間照射する光分解試験が実施された。  

精製水及び田面水において、インダノフアンは処理14 日後に 69．8～   

73．4％TARに減少した。主要分解物として【2］が処理14日後に5，4～6．6％TAR生   

成したが、暗所対照においてもほぼ同等の【2】が生成したことから、加水分解の関   

与が考えられた。処理14日後には、他に【19］が8．8～11．4％TAR、［2］への中間体  

と推定される［111が0．9～1．9％TARが生成したことから、光分解における主要分   

解経路はエポキシ環の開裂であると考えられた。  

推定半減期は、精製水で30日、田面水で31～36日であった。（参照19）  

5．土壌残留試験   

火山灰土・軽埴土（茨城）、洪積土・埴壌土（大阪）及び洪積土・砂壌土（福岡）   

を用いて、インダノフアン及び分解物（［2】、【41等）を分析対象化合物とした土壌   

残留試敵（容器内及び圃場）が実施された。結果は表13に示されている。（参照  
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表13 土壌残留試験成績  

試験  濃度※   土壌   
推定半減期（日）  

インダノフアン  インダノフアン十分解物   

容  火山灰土・軽埴土   7   

0．15Ing／kg  
器   
内  

洪積土・埴壌土   3   5  

試  火山灰土・軽埴土   7   185  
3nlg／kg  

験   洪積土・砂壌土   5   350   

火山灰土・軽埴土   3   5  

圏  
場  洪積土・埴壌土   

試  火山灰土・軽埴土   17   45  
験   

洪積土・砂壌土   

※容器内試験で純品、憫場試験で粒剤及び水和剤を使用  

6．作物等残留試験  

（1）作物残留試験  

水稲、小麦及び大麦を用いて、インダノフアン、代謝物［2］及び【8］を分析対象  

化合物とした作物残留試験が実施された。  

結果は表14に示されている。今回、適用拡大申請された小麦及び大麦を含め、  

インダノファン及び代謝物いずれも定量限界未満であった。（参照21～32）  

表14 作物残留試験成績  

残留値（mg／kg）  

［2］  t8］  
作物名 （分析部位） 実施年度  試験 圃場数  使用量 （gaiノha）  回数 （回）  pHI】 （目）         インダノフアン             最高値 平均値   最高値  平均値  最高値  平均値   

稲（玄米）   2  150  2  93・101  ＜0，01  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01  ＜0．01   
1995年度  

稲（稲わら）   2  150  2  93－101  ＜0．04  く0．04  く0．04  ＜0．04  く0．04  ＜0．04   
1995年度  

小麦（玄麦） 2006年度  2  0．005  2  60－120  ＜0．01  ＜0．01    ／    ／   
大麦（種子） 2006年度  2  0．005  2  57－120  く0．01  ＜0．01  覇    ／  

注）・使用方法は、稲では粒剤を用いた水面施用、小麦及び大麦ではフロアプルを用い、播種後（出  

芽前）は全面土壌散布、生育期は全面処理であった。  
tすべてのデータが定量限界未満の場合は定量限界の平均に＜を付して記載した。   

（2）魚介類lこおける最大推定残留値  

インダノフアンの公共用水域における予測濃度である水産動植物被害予測濃  

度（水産PEC）及び生物濃縮係数（BCF）を基に、魚介類の最大推定残留値を  
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